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　細胞機能の増大に伴なつて2核細胞数が増加し，こ　　　き0，6meの生理的食塩水にとかした1mcを背部に皮

の2核細胞は細胞質の分裂を伴わない1核細胞の無糸　　　下注射した（午前9蒔）。注射後8時間（午後5時）

核分裂によつてつくられる，ということがOmOchi　　　と24時間（翌日午前9時，食前）に1顧ずつ電気シヨ
①，Nagata　et　aL②によつて報告されており，この　　　ツクで麻酢し，慮ちに開腹，膵臓をとり出して細切後

場合細胞が2核となる意義は細胞機能の昂進と関係が　　　Ranvier　V8アルコールに投入した。細胞分離永久

あると考えられている。また一方には，細胞機能の高　　　標本のオートラジ才グラフの作製はNagata　et　aL

まりは有糸分裂とは関係なしに核DNA貴を増加させ　　　の方法⑧に従つて行なつた。なお，ここでは標本はア

るという報告③がある。前者では核表面積の増加とい　　　ルコール。ホルマリソ（3：1）混合液で固定し，染色

う面から，また後者ではRNA代謝への影響を介し　　　は國定に続いてMallory染色の変法によつて行なつ

て，これら2つの事実は細胞機能と留接に関係してい　　　た。オートラジオグラフはMallory染色をした標本

ることを示すものと思われる。これら両者の細胞学的　　　でストリップ法によつて作製した。ストリツブ用乾板

な関係を暗示するものとして肝細胞ではNagata④，　　　は富士ET扁2Eを用い・露出は50°Cで45日間行な

膵細胞では柴田⑥の報告がある。それによると，8H一　　い，現像は指鐙処法（FD一ユ11）によつた。

thymidine注射後に標識された2核細胞はある細胞　　　　こうしてえられたオートラジオグラフで，細胞核の

では無糸核分裂前に，またある細胞では核分裂後に　　　標識の有無と核の染色性の関係について観察したが，

DNA合成を行なつた結果であるという。　　　　　　　　そのための個々の詳細な方法については観察結果と共

M・11・ry染色の変灘よる細包核のSt。i。i。9　に述べる・えられた結果の有意性は推計学的に検定を

diff・rences⑥で，青色に染まる核（青色該）の青染　行なつて半vaした・

色性がDNAと密接な関係にあることはすでに報告し
たが⑦，今回はこのMallory染色にオ＿トラジオグ　　　　　　　　　　　　結　　果

ラフイーを併用することによつて，2核細胞の形成と　　　注射後8時間と24時閻の標本について各々1000側の

DNA合成の関係について検討を行なつた結果を報告　　　細胞を観察し・核の染色性と標識の有無によつてそれ

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らを分けた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えられた結果はTable　1に示した（Fig．　1－9）。標

　　　　　　　　　材料と方法　　　　　　　　　　　識された細胞数は注射後24時間で多少多くなる傾向は

　体重’L50gの雄ラツト2匹を実験の工週間前から，　　　あつたが，差は有意ではなかつた。なお，これらの標

完全栄養の人工食を定時（午前9時）に一定時間（30　　識された細胞核はほとんどが青色であつた。核の染色

分間）与えて馴育した。　　　　　　　　　　　　　　性のみについての結果では，1核細胞，2核細胞のい

　放射性のDNA前駆物質として8H－thymidine　　　ずれも注射後8時間より24時間で青色核をもつた細胞

（specific　activity　3．　I　C／mM）を用い，1個体tUっ　　　が減少し，黄色核をもつた細胞と青一黄色核の2核細
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Table　1．　Frequencies　of　both　incorporation　of　tritium　thymidine　aロd　stajning

　　characteristics　of　nuclei　6tained　by　a　modified　Mallory’s血6thod　in　the　acinar

　　cells　of　the　pancreases　of　the　rats　inlected　with　tritium　thymidine　on　the

　　basis　of　IOOO　cells．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hours　after　the　thymidine　injectior｝

cell　　　　　　　　　　nuclear　　color　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24

　　　　　　　　　　　　　　　　　unlabelled　　labelled　　　　　unlabelled　　label｝ed

mononucleate　　　　　　　　blue　　　　　　　　　　374　　　　　　　2　　　　　　　　　287　　　　　　　2

　　　　　　　　　　　　yellow　　　　　　　　165　　　　　0　　　　　　　215　　　　　1

binucleate　　　　　　　　　blue－blue　　　　　　　　　322　　　　　　　　1．　　　　　　　　　289　　　　　　　2

　　　　　　　　　　　blue－ye116w　　　　　　　　　6　　　　　　　0　　　　　　　　　　12　　　　　　　0

　　　　　　　　　　yellow－yellow　　　　　130　　　　　0　　　　　　　192　　　　　0

Table　2．　　Frequencies　of　sta三n…ng　differences　Qf　nuclei　in　the　pancreatic　acinar

　　　cells　on　the　basis　of　301abelled　cells．

hours　after　the　thymidine　injec七ion
cell　　　　　　　　　　　　nuelear　color　　　　　　－一　　　　　　．　一

8　　　　　　　　　24

mono蝋cleate　　　blue　　　　　　　　　　　　　　　17　　　　　　　　14

　　　　　　　　　yellow．　　　　．　　　　　　　　　9　　　　　　　　　3

bi鳳ucleate　　　　　　blue　b互ue

　　　　　　　　　　　　one　ユabe1工ing　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　IO

　　　　　　　　　　　　two　labelli且9　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　blue”yellow

　　　　　　　　　　　　blue　labelling　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　　　　　　　yellow　labelling　　　　　O　　　　　O
　　　　　　　　　　　　two　labelliロg　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　O

　　　　　　　　　yellow－ye王10w

　　　　　　　　　　　　　o皿e1且beUing　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　O

　　　　　　　　　　　　　two　label1i無9　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　0

雛蹴雫罎搬欝獣雰遥・一廻3°詣響⊥｛2耐…3・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　：
1核細胞　n＝（2－1）（2－1）＝1，xg　＝n　04　　　　営汀瑚3！ユ4！＋酉r瑚可コ「訂

、核細胞n＝＝（、螺鋼獣黙，　　＋節1繭飾耐而｝
　　　　　　　　　Pr．｛X・＞5．99．1：｝・－5・／。．．　　　：O・0099

であった。　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　となり，時間による変動は1％以下の危険率で有意で

　核の染色性と標識との関係を詳細に調べるために，　　　あつた。すなわち18時間後より24時間後に標識され

30個の標識された細胞を無作為にえらび，これらを核　　　た1核細胞は減少し・標識された2核細胞は増加する

の数と染色性によつて分けた。　　　　　　　　　　　　ことが認められた。

．えられた蘇はT。bl，2に示した．すなわち，核　丁・bl・　2から・標識された細胞の核の艶性と経

の染色性とは関係なしに標識された30個の細胞では，　　　過時間の間の関係を調べた結果は次の通りであつた。

・核細胞・数は・核細胞・・多かつたが・そ嵯賄　・墨血詳L璽乳愉葱掘剛

意ではなかつた。これに加えて時間の影響を考慮して　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　1
検定を行なつたところ，　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　2i　129丁ユδ丁互丁＋を煩範…r∬1ユ．！．
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　　　　　　　　　　　　　・禰1二11獅「｝　　・ag…⑥はM・・…難を・た…のll：1：｛：IIIfi包

　　＝O．050　　　　　　　　　　　°　’°　　　　　で無糸核分裂の過程を観察し・くびれ期とt”1’1隔期は青

したがつて，灘された細包は5％の鰍率で購間　色核のみであつたが，蜘瑚では骸のみあるし・は2

より24時間後に青色核がふえ，黄色核が減少したとい　　　核とも黄色の細胞のあることをみて・青色核のみが無

いうる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糸核分裂を行なうと結論している。器官は異なるとは

「1核細胞の標識は黄色より青色の核をもつたものの　　い幻ここでえられた結果で・標識された系ill胞核のほ

方が5％の危険率で有意に多かつた（Table　3）。2核　　　とんどが青色核であ・りまた時間差が個体鑑でないと

細胞では標識された核のすべてが青色であつたから，　　考えれば・時間の経過に伴なつて・この標識された1

1核細胞もふくめて標識された核が青色であること　　　核細抱の数が減少するのに反して，標識された2核細

は，かなりの確からしさで認めることができる。　　　　胞は増加するという事実は・冑色核のみが無糸核分裂

。泌の灘鱒して論紛裂像醗くみら漁　を徹うというN・・…⑥の主張と轍している・

かつたが，鯨核分裂蜘規出された。　　　　2核細胞を標識した8H一thymidineが有繕分裂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に際して取りこまれたという可能性は，狗糸核分裂像

丁。b1，3．　Fact。，i、1　d，、ig。。f　m。。。nu、leat。　が全くみら才しなかつたことから，ここでは否定される

　　　cells　listed　in　tabie　2．　　　　　　　　　　であろう。　この膿識されたDNAの合成時期につい

　　　　　　｝sL2璽」L．報號繍藻ε犠漏媒徽撫覆
　T
　N
T　X　N

　TN

20・25　　　1　　　20・25　　　　における合威のiir能性を検討し，分i裂巡程にある細胞

9°・25　1　90・25ee　で1源識された核がみられなかつたことから，無繊
　2，25　　　　　　　1　　　　　　　2辱25
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分裂後に1つあるいは2っの核が81－1－thymidineを
112．75　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬

＿＿、＿＿＿．＿＿＿　　　取りこんだ可能性が大きい，と述べている。しかし，

Abbereviations　to　the　table　　　　　　　　　　　柴田⑤は膵細胞に才δいて，無糸核分裂の過程の中隔期

　　T：hours　after　tritium　thymidine　injection　　で標識された細胞をみて，無糸核分裂後と同様に分裂

　　N：　nuclear　color，　blue　o「yellow　　　　　　　前においてもDNA合成が行なわれる11J能性を示し

　　“：significant　in　5％　leve1°f　sig”ificance　た．ここに鮪しtcような，蝋された2灘月色数と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ核細胞数の経過時聞に伴なう増減と，その際の核の

　　　　　　　　　　考　察　　　　　　青染色性への変換は，2核細胞の標識が1核細胞の無

　Staining　differencesにおける細胞核の膏染色性　　　糸核分裂前に合成したDNA中に取りこまれた8H一

とDNAが密接な関係にあることはすでに著者が報告　　　thyrnidine　vcよるもので，分裂後に合成されたもの

した⑦。今回褥られた結果のうち，8時間と24時間の　　　ではないことを示すものと思われる。

時間による差は，使用した動物が各1例ずつであるた　　　　2核細胞が標識された場合，ここではほとんどが1

め個体差による変動を否短でぎないが，標識された細　　　核のみの橡識であつた。無糸核分裂前に，合成された

胞，したがつてaH－thymidine注射後にDNA合成　　　DNAが］方の核のみに含まれやすいとい5こと淋，

をした細胞では，黄色核より青色核のものが多かつた　　　細胞学的にどのような意義をもつものなのかは現在の

ことは，Mal1ory染色における核の染色性とDNA　　　ところでは不明である。

との間に何等かの関係のあることを，さらに確かなも　　　標識とは関係なしに，ユ核細胞　2核細胞のいずれ

のとするであろう。この：とは標識された細胞のみの　　　においても，注射後8時間より24時間で青色核を持つ

観察では，注射後の経過時間に伴なつて黄色核が減少　　　た細胞数が減少し，黄色核の細胞が増加した。染蝕時

し，青色核ぶふえたことからも推察される。多分，こ　　　の条件の違いが標本の染色度を変える可能性を考慮し

れは黄色核がDNA合成を行なうことによつて，青染　　　て，染色操作はすべて同一容器内で同時に行なつてお

色性に変つたことを示すものと思われる。DNA合成　　　り，この様な変化の原因が漂本作製の過程にあつたと

の有無によるこのような染色性の変化が，DNAの量　　　は思われない。ここで用いた注射後24時間のラツトは

的な変化によるものなのか，あるいはFriedkin　et　　それ以前の23時間30分の間は全く食餌を与えられてお

aL⑨の暗示したような既存のDNAと新たに合成さ　　　らず，膵臓機能はかなり低下していた可能性がある。

れたDNAの質的な相異によるものなのかは明らかで　　　従って、核の染色性の変つた原因として，（1）細胞機

はない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　能の低下に檸うDNA饒の変化，（2）醜餓状態による
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RNA量の減少，（3）個体差，（4）その他が考えられよ　　核細胞について，信州医誌，15：497－502，1966

う。時間の経過に伴なう染色性の変化は，このような　　⑥Nagata，　T．；Staining　differences　of　nuclei　in

原因が単獅こ，あるいは幾つか組合わさつて生じたも　1・・1・t・dliver　ce11・・f・at・M・d・J・Shinshu

のかも知れないが，現在のところでは明らかではな　　Univ．3：257－263，1958　　⑦柴田　治：分離し

い。　　　　　　　　　　　　た膵臓細蹴のSt・i・i・g　diff・・e・cesについ”C・・信
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　州医誌，15：384－388，1966　　⑧Nagata，　T・・

　　　　　　　　　　　　　　　　要約　　　　Shibata，0．　and　Omochi，　Sh．：Anew　method

・H．thymidi。eを注射したラットをtr射後8時間　f…adi・aut・graphi・。bservati・i・。・i・・1・t・d

と24時間にころし，膵臓細胞の分離標本をつくつた。　　　cells，　His七〇chemie，2：255　一一　259・1961

これをMalloryの変法で染色した後にオートラジオ　　　⑨Frledkin，　M．　and　Wood，　H，；Utilization　of．

グラフィ＿を行なつた。えられた標本でDNA合成と　　thymidine・－Ci4　by　bone　marrow　cells　n・　nd　iso正a一

核の染色性や無糸核分裂の関係を調べた結果は次の通　t・dthym・・n・・lei・，　J・Bi。1・Ch・m・・220　：　639一

りであつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　651，1956

　　1．　有糸核分裂像はみられなかったがt無糸核分裂

像はみられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRAcr

　　2．　注射後の時間の経過によつて，標識された1核　　　　　Two　albino　rats　injected　with　tritium　thy一

細胞数は減少したが，2核細胞数は増加した。　　　　　　mldine　were　killed　8　and　24　hours　late「・z’es”－

　　3．標識された1核細胞では黄色より青色核の方が　　　pectively，　Preparations　of　isolated　acinar　cells

有意に多く，標識された2核細胞もふくめて経過時間　　　of　the　pancreases　were．stained　by　a　modtfied

による変動は，8時間後より24晴間後に脊色核がふ　　Mallory’s　method，　and　then　were　autoradio一

え，黄色核が減少した。　　　　　　　　　　　　　　　　graphed．

　　4，2核細胞の標識された核はすべて青色であつた。　　　　1．Some　amitotic　figures　in　nuclear　divi－

　　5，これらの結果から，無糸核分裂な行なう細胞核　　　sion　were　found，　but　mitotic　one　was　not．

で黄染色性のものは，核分裂前にDNA合成を行な？　　　　　2，　The　number　of　rnononucleate　cells

て青染色性を示すようになると結論しうる。　　　　　　containing　a　labelled　nucleus　stained　blue　was

御指靴徽閲をいただいた購徽教授ならびに　9・eat・・th・・th°se　c°n‘aining　a　1”belled

永田鰍轍撫深謝致します。　　　　…1eus　st・i・・d　y・11・w・　while皿゜st°f　1“belled
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nuclei　in　binticleate　cells　were　blue．

　　　　　　　　　　　　　　　　文　献　　　　　　3・With　th・1・p…ftime　afte「the　in“

①。皿。。hi，　Sh，：Ob。・das　V・・h・li・・i・zwi・・h・・　jecti。・，　th・n・mb…f　1・belled　nqcleus　stained

der　Amitose　und　der　Zeilfunktion，　Med．　J．　　　blue　increased　both　五n　mono　and　binucleate

shi。、h。　U。i。．、6．、．163、．、170．1961　　．　ceil・・whil・th・n・mbe・°f　labelled　nucleus

②Nagata，　T．，　Shimamura，　K，　and　Okubo，　M．．：　　stained　yellow　dec「eased・

Eff。t、　d。　r6gim，。lim。。t。i，。　sur　l・。，pect　d，・　　4・With　th・1・p・e・f　tim・　・fte「the　in－

。。11。1，、bi。。、166es　d。。、1，　p。。。，6。，　et　1・，，t。．　jecti・n・1・b・11・d．binucleate　cell・　inc「eased　in

m。c　d。　r。t，　R，v．　Fran，．・Et。d．　Cli。．　Bi・L，7…　mb…whi1・1・b・11・d　m°n°nucleate　cells

714－718，1960　③V。rw・・rd－V・・h。・fl　H．　L．　Clec「easedl

。。d　V。，w。erd，　C，．P．．　A．：St、，t。。d　p・・9・ess・f　　5：Fr。m　these　「esu．lts，　・it．．sh°u星d　be　c°n一

increase。f　n。、1ear　d。。xy，lb。。。c1，i。　a，id。。。－　c1・d・d　th・t　y・11・w・t・i・ing　nuclei　in　m°n°一

．t。。t。ft，，、tim。1。ti。。。f　ce11、eti。lty，　N。ture，　則・1eat・ccl1・　・h・ng・f・・bl・・i・　stai”i”g　cha－

193，、2。8、、962　④N。g。t。，　T．・A・。di。．　・・ct・・i・ti・by・y・thesizi・g　DNA・and　that・！f

aut。graphic　st。dy。f　th，　DNA・、y。th。、1、　i。　t。t　th・　cells　may　u”de「g°amit°sis，　the　newly

li。，，，　with、b，。i。1，ef，，e。、e七。　bi。ucl，。te　sy・thesized　DNA　is　divided　int°°ne°f°「b°th

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　the　two　nuclei　which　arise　from　the　amltotic
cells，．Med．　J．　Shinshu　Univ，，7：17－25，1962

⑤柴田　治；ラツト膵細胞におけ．るDNA合成のオー　　nuclea「division°

トラジオグラフによる研究，特に無糸核分裂細胞と．2
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                            Explanation of Plate

   All the figures were phototnicrographed from the autoradiographs of isolated

pancreatic acinar cells stained with a modified Mallory's stain.

                           Explanation of Figures

   Figures 1-4 show unlabelled cells, while Figures 5-9 show labelled cells. x 2350

Fig. 1. Unlabelled rnononucleate cell, left, and unlabelled binucleate cell, right,

       each containing blue nuclei.

Fig. 2, Unlabelled mononucleate ceil containing a yellow nucleus.

Fig. 3. Unlabelled binucleate cell containing a bltte and a yellow nucleus.

Fig. 4. Unlabelled binucleate cell containing two yellow nuclei.

Fig. 5. Mononucleate cell containing a labelled blue nucleus,

Fig. 6. Binttcleate cell labelled in two blue nuclei.

Fig. 7. Binqcleate oell labelled in only one of the two blue nuclei.

Fig. 8. Binucleate cell containing a labelled blue and an unlabelled yellow nucleus,

Fig, 9. Mononucleate cell labelled in a yellow nucleus.

       Abbreviations to the tigures;

              B:blue nucleus

              Y:yellow nucleus


